
安心・安全

＜実行の必要性＞

・自治会の活性
・コミュニティの確立
・安心・安全な街づくり

防災で街づくり人づくり

災害が我が街に起こった事を想定して、地域にど
んな人たちが住んでいるのかを把握する。

・コミュニケーションがない
・隣に住んでいる人も知らない
・人と人とのつながりがない⇒便利な世の中・多様な価値観
・自然環境（地域の状況）も知らない

ファシリテーターとしてシミュレーションできる
ようなワークショップを開く

参加⇒主体

参加⇒調査隊

目的
（解決できる課題）

住民

＜実現可能性＞

アイデア名称
（事業名）

内 容

専門知識をもっ
たNPO

自治会

行政

ネットワークを生かした住民や自治会への働きか
け
場のセッティング・コーディネート（人材・組
織・情報）
ハザードマップ

学識者 防災についての専門的助言

評 価

アイデアカード

テーマ

課題の原因

主体の役割

提案者

平井・原田・久保田・井出崎２

青色 赤色

防災のために必要
な個人情報はどう
するの？

動いてくれるNPO
はあるの？

＜発表 2 班＞（第 4 回会議録より抜粋）

災害が起こったときに、近所に住んでいる人たちがどう避難して、私たちはどうすればいいのか考えな

くてはいけない。でも地域にどんな人たちがいるのかわからないので、それをしっかりと把握する必要が

ある。把握したいが、そこにはハードルがある。私たちは日ごろコミュニケーションがないので、本当に

どんな人が住んでいるのか知らない。人とつながりがない。

私たちは何か災害が起こったときにどういった川に氾濫が起こったりするとか、ここの交通網が途絶え

た時に実際にどうなるかってことをよく知らない。

私たちが防災でまちづくり人づくりをしていくうえで、どういった役割を果していけばいいのか。

市民は自治会に参加すると同時に、安心・安全を掘り下げて考えてみて欲しい。そういう意識改革が必

要だと思う。自治会の住民に対する意識改革、私たち一人ひとりが意識改革をすることがとても重要だと

思う。これらが全て上手くいけば、隣近所に住む人と人との、顔が見える関係作りができると思う。人と

人のつながりをつくる、顔の見える関係づくりをするために、安心・安全をテーマに防災から考えた。

＜Ｑ＞防災の専門知識を持ったＮＰＯなんているのか。

＜Ａ＞います。

＜Ｑ＞防災となると、個人情報の問題がないがしろにできないと思う。その問題はどう解決するのか。

＜Ａ＞班の議論の中で民生委員や自治会長は把握しているかもしれないという話になったが、公表してく

れるかどうかはわからない。調査隊をつくって一軒ずつ尋ねて、地図を作ろうと思った。

＜補足意見＞地域にいる人の情報、個人情報を行政はくれない。安否確認は地域の住民しかできない。

＜Ｑ＞地域にいる人の情報は地域の住民も把握しないと。地域の住民ができなかったらどうなるのか。

＜Ａ＞だからこそ条例が必要になる。自治会内の住民の氏名や住所は、山口市民の中では少なくとも班長

等はきちんと管理するということが必要だ。そこまで解決して初めて市民社会ができる。だからル

ールが必要になる。我々自身が電話勧誘なんかを怖がっていては、結局私たちの社会自体の信頼が

なくなっていく。みんなが、なぜあなたは私を知る必要があるのかということになれば、近隣関係

なんてできない。ここがいわゆる条例の大事な部分で、山口市民はそこを条例でどこまでうたうか

ということ。

テーマは「安心・安全」です。私たちが生きていくためにはまずは安

心と安全な社会でないと困る。安心・安全に暮らすためには、自治会が

活性化していないといけない。コミュニティの確立が必要。隣に誰が住

んでいるかわからないようでは、私たちは困る。課題もあるが、本当に

生命に関わる問題、防災でまちづくり人づくりを考えて、掘り下げてい

くのがいいのではないかということになった。


